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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮影系からの光束によって焦点板に結像された被写体像を正立像とする正立光学系と、
前記正立光学系によって形成された正立像の虚像を形成する接眼光学系と、前記焦点板に
結像された被写体像を前記正立光学系を介して撮像素子に結像する撮像光学系とを有する
ファインダー光学系において、
　前記撮像光学系と前記接眼光学系は、各々の光入射側の面が前記正立光学系の光出射面
に対向するように配置されており、前記撮像光学系は前記正立光学系側から順に、絞り、
正の屈折力の第１レンズ、正の屈折力の第２レンズから構成され、
　前記焦点板に形成される被写体像の中心と前記撮像光学系により像が形成される結像面
の中心とを結ぶ線を撮像光軸、前記接眼光学系の光軸を観察光軸とするとき、前記撮像光
軸は前記観察光軸に対して傾いており、
　前記第１レンズの物体側面と前記撮像光軸との交点を通る、前記第１レンズの物体側面
の法線と前記撮像光軸とのなす角をθ１、前記撮像光軸と前記観察光軸とのなす角をθ０
、前記撮像光学系の焦点距離をｆ、前記第１レンズの物体側面の近軸曲率半径をｒ２とす
るとき、
０．９＜θ１／（｜１－(ｆ／ｒ２)｜・θ０）＜１．６
なる条件式を満足することを特徴とするファインダー光学系。
【請求項２】
　撮影系からの光束によって焦点板に結像された被写体像を正立像とする正立光学系と、
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前記正立光学系によって形成された正立像の虚像を形成する接眼光学系と、前記焦点板に
結像された被写体像を前記正立光学系を介して撮像素子に結像する撮像光学系とを有する
ファインダー光学系において、
　前記撮像光学系と前記接眼光学系は、各々の光入射側の面が前記正立光学系の光出射面
に対向するように配置されており、前記撮像光学系は前記正立光学系側から順に、絞り、
正の屈折力の第１レンズ、正の屈折力の第２レンズから構成され、
　前記焦点板に形成される被写体像の中心と前記撮像光学系により像が形成される結像面
の中心とを結ぶ線を撮像光軸、前記接眼光学系の光軸を観察光軸とするとき、前記撮像光
軸は前記観察光軸に対して傾いており、
　前記第１レンズの物体側面と前記撮像光軸との交点を通る、前記第１レンズの物体側面
の法線と前記撮像光軸とのなす角をθ１、前記撮像光軸と前記観察光軸とのなす角をθ０
、前記第２レンズの光軸と前記撮像光軸とのなす角をθ２、前記撮像光学系の焦点距離を
ｆ、前記第１レンズの物体側面の近軸曲率半径をｒ２とするとき、
０．９＜θ１／（｜１－(ｆ／ｒ２)｜・θ０）＜１．６
θ２／θ１＜０．１
なる条件式を満足することを特徴とするファインダー光学系。
【請求項３】
　撮影系からの光束によって焦点板に結像された被写体像を正立像とする正立光学系と、
前記正立光学系によって形成された正立像の虚像を形成する接眼光学系と、前記焦点板に
結像された被写体像を前記正立光学系を介して撮像素子に結像する撮像光学系とを有する
ファインダー光学系において、
　前記撮像光学系と前記接眼光学系は、各々の光入射側の面が前記正立光学系の光出射面
に対向するように配置されており、前記撮像光学系は前記正立光学系側から順に、絞り、
正の屈折力の第１レンズ、正の屈折力の第２レンズから構成され、
　前記焦点板に形成される被写体像の中心と前記撮像光学系により像が形成される結像面
の中心とを結ぶ線を撮像光軸、前記接眼光学系の光軸を観察光軸とするとき、前記撮像光
軸は前記観察光軸に対して傾いており、
　前記第１レンズは光入射面から入射した光束を内面反射面で反射させて光出射面より出
射するプリズム体より成り、
　前記第１レンズの物体側面と前記撮像光軸との交点を通る、前記第１レンズの物体側面
の法線と前記撮像光軸とのなす角をθ１、前記撮像光軸と前記観察光軸とのなす角をθ０
、前記撮像光学系の焦点距離をｆ、前記第１レンズの物体側面の近軸曲率半径をｒ２、前
記撮像光軸と前記第１レンズの内面反射面の法線とのなす角をθとするとき、
０．９＜θ１／（｜１－(ｆ／ｒ２)｜・θ０）＜１．６
０．８＜（２θ－９０°）／θ０＜１．２
なる条件式を満足することを特徴とするファインダー光学系。
【請求項４】
　撮影系からの光束によって焦点板に結像された被写体像を正立像とする正立光学系と、
前記正立光学系によって形成された正立像の虚像を形成する接眼光学系と、前記焦点板に
結像された被写体像を前記正立光学系を介して撮像素子に結像する撮像光学系とを有する
ファインダー光学系において、
　前記撮像光学系と前記接眼光学系は、各々の光入射側の面が前記正立光学系の光出射面
に対向するように配置されており、前記撮像光学系は前記正立光学系側から順に、絞り、
正の屈折力の第１レンズ、正の屈折力の第２レンズから構成され、
　前記焦点板に形成される被写体像の中心と前記撮像光学系により像が形成される結像面
の中心とを結ぶ線を撮像光軸、前記接眼光学系の光軸を観察光軸とするとき、前記撮像光
軸は前記観察光軸に対して傾いており、
　前記第１レンズの物体側面と前記撮像光軸との交点を通る、前記第１レンズの物体側面
の法線と前記撮像光軸とのなす角をθ１、前記撮像光軸と前記観察光軸とのなす角をθ０
、前記撮像光学系の焦点距離をｆ、前記第１レンズの物体側面の近軸曲率半径をｒ２、前
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記第１レンズと第２レンズの材料のアッベ数を各々ν１、ν２とするとき、
０．９＜θ１／（｜１－(ｆ／ｒ２)｜・θ０）＜１．６
０．８＜ν１／ν２＜１．２
５０＜ν１
なる条件式を満足することを特徴とするファインダー光学系。
【請求項５】
請求項１乃至４のいずれか１項に記載のファインダー光学系と、撮影系と、該撮影系によ
って結像される被写体像を受光する撮像手段とを有することを特徴とする撮像装置。
【請求項６】
前記撮像光学系によって形成される被写体像を受光する撮像素子を有し、該撮像素子の最
大像高をＨとするとき、
２．５＜ｆ／Ｈ＜６．０
なる条件式を満足することを特徴とする請求項５の撮像装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はファインダー光学系及びそれを有する撮像装置に関する。特に焦点板に形成さ
れた被写体像の虚像を形成する接眼光学系と、焦点板に形成された被写体像を撮像素子に
再結像し、電子画像を得るための撮像光学系とを有する一眼レフカメラ等の撮像装置に好
適なものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、一眼レフカメラ等の撮像装置に用いられるファインダー光学系として、焦点
板に形成された被写体像の虚像を形成する接眼光学系の他に、焦点板上の被写体像の明る
さを測光する測光光学系を設けたものが知られている（特許文献１）。特許文献１のファ
インダー光学系における測光光学系では、ペンタプリズム（正立光学系）の光出射側後方
に集光レンズと受光素子を配置している。そして受光素子を測光レンズの傾き角度以上に
傾けることで、シャインプルーフの法則に従って、像面湾曲を改善した測光光学系を開示
している。
【０００３】
　この他、一眼レフカメラ等の撮像装置に用いられているファインダー光学系として、焦
点板に形成された被写体像の虚像を形成する接眼光学系と、焦点板に形成された被写体像
より電子画像を得るための撮像光学系を設けたものが知られている（特許文献２）。特許
文献２のファインダー光学系における観察光学系は、焦点板上に形成された被写体像をペ
ンタプリズムで正立像とした後、接眼光学系を介して拡大して観察している。
【０００４】
　特許文献２の撮像光学系では、焦点板に形成された被写体像を、正立光学系を介して撮
像光学系で撮像素子に再結像し、それより電子画像を得ている。そして例えば、被写体の
顔を認識して、ピントや露出を調整する機能や、被写体の動きに合わせて測距点を移動さ
せる機能や、カメラ本体の背面に設けた液晶画面にリアルタイムで被写体像を表示する機
能を持つようにしている。また特許文献２のファインダー光学系では、ペンタプリズムの
光出射側に光路を分割するハーフミラーより成る光路分割手段を設け、光路分割手段で分
割した一部の光束を撮像光学系を用いて、撮像素子に結像させている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開昭６３－７４０４２号公報
【特許文献２】特開２００７－９３８８８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００６】
　ファインダー光学系の一部に撮像光学系を配置して被写体像を撮像素子に形成して電子
画像を得る際、高画質の電子画像を得るには画素の多い大型の撮像素子を用いることが必
要となる。
【０００７】
　一方、焦点板に形成された被写体像を明るい状態で高倍率で観察するには接眼光学系に
大口径で高倍率のものを用いる必要がある。高画質の電子画像をリアルタイムで得て観察
するとともに接眼光学系を介して明るい被写体像の観察を行うためには、正立光学系の光
出射側、例えばペンタプリズムの光出射側に大型の撮像素子を含む撮像光学系と大口径の
接眼光学系を配置しなければならない。しかしながらこのような構成の接眼光学系と撮像
光学系を正立光学系の光出射側に配置しようとすると、撮像素子と接眼光学系が機構的に
干渉してきてしまい、双方を配置するのが困難になる。
【０００８】
　このときの機構的な干渉を避けるため撮像光学系の光軸（撮像光軸）をペンタプリズム
の出射軸の法線に対して平行でなく傾斜させて配置すると、プリズム効果により撮像画像
に色ずれが発生している。このときの傾斜角度が大きくなると、画面中心においても色ず
れ、即ち倍率色収差が多く発生し、また画面の上下端の光学性能の差異が大きくなってく
る。このため、撮像光軸のペンタプリズムの出射面の法線に対する傾斜角度は倍率色収差
の発生状態に応じて適切に設定することが重要になってくる。
【０００９】
　特許文献２ではペンタプリズムからの光束をハーフミラーによって２つに分割して、一
方を接眼光学系へ他方を撮像光学系へ導光している。この構成は撮像光軸のペンタプリズ
ムの出射面の法線に対する傾斜角度は０である。このため画面中心の倍率色収差の発生は
少ない。しかしながら特許文献２ではペンタプリズムからの光束を２つに分割しているた
め、接眼光学系で観察される被写体像の明るさが暗くなってくる。また撮像光学系で撮像
素子に結像するときの光束の光量も少なくなり、良好なる画質の電子画像を得るのが難し
い。
【００１０】
　本発明は、焦点板に形成した被写体像より、高画質の電子画像をリアルタイムで得るこ
とができ、しかも明るいファインダー像を観察することができるファインダー光学系を提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明のファインダー光学系は、撮影系からの光束によって焦点板に結像された被写体
像を正立像とする正立光学系と、前記正立光学系によって形成された正立像の虚像を形成
する接眼光学系と、前記焦点板に結像された被写体像を前記正立光学系を介して撮像素子
に結像する撮像光学系とを有するファインダー光学系において、
　前記撮像光学系と前記接眼光学系は、各々の光入射側の面が前記正立光学系の光出射面
に対向するように配置されており、前記撮像光学系は前記正立光学系側から順に、絞り、
正の屈折力の第１レンズ、正の屈折力の第２レンズから構成され、
　前記焦点板に形成される被写体像の中心と前記撮像光学系により像が形成される結像面
の中心とを結ぶ線を撮像光軸、前記接眼光学系の光軸を観察光軸とするとき、前記撮像光
軸は前記観察光軸に対して傾いており、
　前記第１レンズの物体側面と前記撮像光軸との交点を通る、前記第１レンズの物体側面
の法線と前記撮像光軸とのなす角をθ１、前記撮像光軸と前記観察光軸とのなす角をθ０
、前記撮像光学系の焦点距離をｆ、前記第１レンズの物体側面の近軸曲率半径をｒ２とす
るとき、
０．９＜θ１／（｜１－(ｆ／ｒ２)｜・θ０）＜１．６
なる条件式を満足することを特徴としている。
　この他本発明のファインダー光学系は、撮影系からの光束によって焦点板に結像された
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被写体像を正立像とする正立光学系と、前記正立光学系によって形成された正立像の虚像
を形成する接眼光学系と、前記焦点板に結像された被写体像を前記正立光学系を介して撮
像素子に結像する撮像光学系とを有するファインダー光学系において、
　前記撮像光学系と前記接眼光学系は、各々の光入射側の面が前記正立光学系の光出射面
に対向するように配置されており、前記撮像光学系は前記正立光学系側から順に、絞り、
正の屈折力の第１レンズ、正の屈折力の第２レンズから構成され、
　前記焦点板に形成される被写体像の中心と前記撮像光学系により像が形成される結像面
の中心とを結ぶ線を撮像光軸、前記接眼光学系の光軸を観察光軸とするとき、前記撮像光
軸は前記観察光軸に対して傾いており、
　前記第１レンズの物体側面と前記撮像光軸との交点を通る、前記第１レンズの物体側面
の法線と前記撮像光軸とのなす角をθ１、前記撮像光軸と前記観察光軸とのなす角をθ０
、前記第２レンズの光軸と前記撮像光軸とのなす角をθ２、前記撮像光学系の焦点距離を
ｆ、前記第１レンズの物体側面の近軸曲率半径をｒ２とするとき、
０．９＜θ１／（｜１－(ｆ／ｒ２)｜・θ０）＜１．６
θ２／θ１＜０．１
なる条件式を満足することを特徴としている。
　この他本発明のファインダー光学系は、撮影系からの光束によって焦点板に結像された
被写体像を正立像とする正立光学系と、前記正立光学系によって形成された正立像の虚像
を形成する接眼光学系と、前記焦点板に結像された被写体像を前記正立光学系を介して撮
像素子に結像する撮像光学系とを有するファインダー光学系において、
　前記撮像光学系と前記接眼光学系は、各々の光入射側の面が前記正立光学系の光出射面
に対向するように配置されており、前記撮像光学系は前記正立光学系側から順に、絞り、
正の屈折力の第１レンズ、正の屈折力の第２レンズから構成され、
　前記焦点板に形成される被写体像の中心と前記撮像光学系により像が形成される結像面
の中心とを結ぶ線を撮像光軸、前記接眼光学系の光軸を観察光軸とするとき、前記撮像光
軸は前記観察光軸に対して傾いており、
　前記第１レンズは光入射面から入射した光束を内面反射面で反射させて光出射面より出
射するプリズム体より成り、
　前記第１レンズの物体側面と前記撮像光軸との交点を通る、前記第１レンズの物体側面
の法線と前記撮像光軸とのなす角をθ１、前記撮像光軸と前記観察光軸とのなす角をθ０
、前記撮像光学系の焦点距離をｆ、前記第１レンズの物体側面の近軸曲率半径をｒ２、前
記撮像光軸と前記第１レンズの内面反射面の法線とのなす角をθとするとき、
０．９＜θ１／（｜１－(ｆ／ｒ２)｜・θ０）＜１．６
０．８＜（２θ－９０°）／θ０＜１．２
なる条件式を満足することを特徴としている。
　この他本発明のファインダー光学系は、撮影系からの光束によって焦点板に結像された
被写体像を正立像とする正立光学系と、前記正立光学系によって形成された正立像の虚像
を形成する接眼光学系と、前記焦点板に結像された被写体像を前記正立光学系を介して撮
像素子に結像する撮像光学系とを有するファインダー光学系において、
　前記撮像光学系と前記接眼光学系は、各々の光入射側の面が前記正立光学系の光出射面
に対向するように配置されており、前記撮像光学系は前記正立光学系側から順に、絞り、
正の屈折力の第１レンズ、正の屈折力の第２レンズから構成され、
　前記焦点板に形成される被写体像の中心と前記撮像光学系により像が形成される結像面
の中心とを結ぶ線を撮像光軸、前記接眼光学系の光軸を観察光軸とするとき、前記撮像光
軸は前記観察光軸に対して傾いており、
　前記第１レンズの物体側面と前記撮像光軸との交点を通る、前記第１レンズの物体側面
の法線と前記撮像光軸とのなす角をθ１、前記撮像光軸と前記観察光軸とのなす角をθ０
、前記撮像光学系の焦点距離をｆ、前記第１レンズの物体側面の近軸曲率半径をｒ２、前
記第１レンズと第２レンズの材料のアッベ数を各々ν１、ν２とするとき、
０．９＜θ１／（｜１－(ｆ／ｒ２)｜・θ０）＜１．６
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０．８＜ν１／ν２＜１．２
５０＜ν１
なる条件式を満足することを特徴としている。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、焦点板に形成した被写体像について、高画質の電子画像をリアルタイ
ムで得ることができ、しかも明るいファインダー像の観察ができるファインダー光学系が
得られる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施例１に係るファインダー光学系を備えた一眼レフカメラの概略構成
図である。
【図２】本発明の実施例１に係る撮像光学系の光軸に沿った展開図である。
【図３】本発明の実施例１に係る撮像光学系の各収差図である。
【図４】（Ａ）、（Ｂ）　本発明の実施例１に係る撮像光学系の撮影画面下方向と上方向
の倍率色収差図である。
【図５】本発明の実施例２に係るファインダー光学系を備えた一眼レフカメラのファイン
ダ光学系の概略構成図である。
【図６】本発明の実施例２に係る撮像光学系の光軸に沿った展開図である。
【図７】本発明の実施例２に係る撮像光学系の各収差である。
【図８】（Ａ）、（Ｂ）　本発明の実施例２に係る撮像光学系の撮影画面下方向と上方向
の倍率色収差図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下に本発明の好ましい実施の形態を、添付の図面に基づいて詳細に説明する。本発明
のファインダー光学系は、撮影系からの光束によって焦点板に結像された被写体像（ファ
インダー像）を正立像とする正立光学系とを備えている。前記正立光学系によって形成さ
れた正立像の虚像を形成する接眼光学系と、前記焦点板に結像された被写体像を正立光学
系を介して撮像素子に結像する撮像光学系を備えている。撮像光学系と、接眼光学系は正
立光学系の光出射側に各々の光入射側の面が正立光学系の光出射面に対向するように配置
されている。
【００１５】
　撮像光学系は正立光学系側から順に、絞り、正の屈折力の第１レンズ、正の屈折力の第
２レンズから構成されている。このときの第１レンズは光入射面から入射した光束を内面
反射面で反射させて光出射面より出射する中実型のプリズム体（光学ブロック）より成っ
ている。
【００１６】
　図１は本発明の実施例１のファインダー光学系１０１を有する撮像装置の要部概略図で
ある。図２は図１の光路を展開した一部分の説明図、図３、図４は実施例１の収差図であ
る。図５は本発明の実施例２のファインダー光学系１０１を有する撮像装置の要部概略図
である。図６は図５の光路を展開した一部分の説明図、図７、図８は実施例２の収差図で
ある。
【００１７】
　各々の実施例のファインダー光学系１０１は、撮影系１１によりクイックリターンミラ
ー１２を介し焦点板１３に形成された被写体像を、コンデンサーレンズ１４を介し、又は
介さないでペンタプリズム１５より成る正立光学系によって正立像としている。接眼光学
系１６は正立像の拡大虚像を形成する。
【００１８】
　そして接眼光学系１６を介して虚像を観察する。更に、観察光軸（接眼光学系１６の光
軸）Ｏａに対して、焦点板１３の中心１３ａを通る傾斜した撮像光軸ＡＸ０を有する、電
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子ファインダー像（電子画像）を得るための撮像光学系２を有する。撮像光学系２はペン
タプリズム１５側から順に絞りＳＴ、プリズム体よりなる正の屈折力の第１レンズ１７と
正の屈折力の第２レンズ１８を有する。第１レンズ１７の内部の光路中に内面反射面（裏
面反射面）１７ａを設けることによって、光路を上方へ折り曲げている。
【００１９】
　ここで上方とは撮影系１１に対してファインダー光学系１０１側をいう。そして第１レ
ンズ１７の光出射面１７ｃと第２レンズ１８及び撮像素子２０を上方またはカメラ本体の
側面方向に退避させて配置することができるようにしている。これによって、撮像光学系
２と接眼光学系１６を配置する際の双方の機構的な干渉を防いでいる。
【００２０】
　図１、図５において、１９はローパスフィルタやＩＲ（近赤外）カットフィルタ等のフ
ィルタである。２０は撮像素子である。２１は撮像素子２０で得られる被写体像（画像）
を処理する画像処理手段である。撮像光学系２によって撮像素子２０に形成された像は画
像処理手段２１で画像処理されてカメラ本体の背面に設けた液晶画面にリアルタイムで画
像表示される。この他画像内の主被写体の移動に追従してフォーカス位置が変化して主被
写体の合焦を行う自動追尾を行うこと等に用いられる。２２は撮影系１１によって形成さ
れる被写体像に相当する像を記録（受光）するＣＣＤ等の撮像手段である。
【００２１】
　図２、図６では撮像光学系２のレンズ構成を光軸に沿って展開したときの光路展開図を
示している。撮像光学系２は、物体側（ペンタプリズム１５側）より順に、開口絞りＳＴ
、第１レンズ１７、第２レンズ１８を有する。図２、図６において１９はローパスフィル
タやＩＲカットフィルタ等のフィルタである。ＩＭＧは撮像素子２０の撮像面である。な
お、第１レンズ１７と第２レンズ１８はプラスチックレンズである。第１レンズ１７の光
入出射面１７ｂ、１７ｃ、第２レンズ１８の光入出射面１８ａ、１８ｂは非球面形状で構
成されている。
【００２２】
　図２、図６において、物体面中心１３ａ（焦点板１３の中心１３ａ）から結像面中心２
０ａを結ぶ線を撮像光軸ＡＸ０とする。第１レンズ１７の物体側面（光入射面）１７ｂの
撮像光軸ＡＸ０との交点上１７ｅの法線ＡＸ１と撮像光軸ＡＸ０とのなす角をθ１とする
。第２レンズ１８の軸（光軸）ＡＸ２と撮像光軸ＡＸ０とのなす角をθ２とする。
【００２３】
　撮像光学系２の撮像光軸ＡＸ０と第１レンズ１７の内面反射面１７ａの法線１７ｄとの
なす角をθとする。接眼光学系１６の光軸を観察光軸０ａとする。撮像光軸ＡＸ０は観察
光軸０ａに対して傾いている。θ０は撮像光軸ＡＸ０と観察光軸０ａとのなす角である。
【００２４】
　各実施例のファインダー光学系において、撮像光学系２の焦点距離をｆとする。第１レ
ンズ１７の物体側面の近軸曲率半径をｒ２とする。このとき、
　０．９＜θ１／（｜１－(ｆ／ｒ２)｜・θ０）＜１．６　　・・・（１）
なる条件式を満足している。
【００２５】
　条件式（１）の物理的意味について説明する。撮像光学系２がペンタプリズム１５の出
射面１５ｂに対してやぶにらんでいるため、ペンタプリズム１５の出射面１５ｂと第１レ
ンズ１７の物体側面１７ｂの間のプリズム効果により、撮像範囲の上下方向で色ずれが発
生する。そこで、第１レンズ１７の物体側面１７ｂが撮像光軸ＡＸ０に対して、条件式１
に定義された適切な角度θ１で傾けることによって、この色ずれを補正している。結果的
に画面中心付近での倍率色収差を低く抑えている。
【００２６】
　本発明のファインダー光学系において更に好ましくは次の諸条件のうち１以上を満足す
るのが良い。第１レンズ１７と第２レンズ１８の材料のアッベ数を各々ν１、ν２とする
。本発明のファインダー光学系１０１を有する撮像装置としては、撮像光学系によって形
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成される被写体像を受光する撮像素子２０を有する。そして、撮像素子２０の最大像高を
Ｈとする。
【００２７】
　このとき、
　θ２／θ１＜０．１　　　　　　　　　　　　・・・（２）
　０．８＜（２θ－９０°）／θ０＜１．２　　・・・（３）
　０．８＜ν１／ν２＜１．２　　　　　　　　・・・（４）
　５０＜ν１　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（５）
　２．５＜ｆ／Ｈ＜６．０　　　　　　　　　　・・・（６）
なる条件式のうち１以上を満足するのが良い。
【００２８】
　条件式（２）を満たすように、第２レンズ１８を第２レンズ１８の光軸ＡＸ２と光軸Ａ
Ｘ０が平行又は略平行に配置すると、球面収差、像面湾曲、歪曲収差などを良好に補正す
るのが容易となる。かつ、光線有効範囲が第２レンズ１８内で偏りが無いため、第２レン
ズ１８の厚みを必要最小限に抑えることが出来、撮像光学系２全体をコンパクトにするこ
とが容易になる。
【００２９】
　条件式（３）は撮像光学系２の撮像光軸ＡＸ０と、第１レンズ１７の反射面１７ａの法
線１７ｄとのなす角θに関する。条件式（３）の下限値を超えると、撮像光学系２がペン
タプリズム１５と干渉しやすくなる。このため、ペンタプリズム１５を小さくするか、撮
像光学系２のＦナンバーを暗くしなければならない。さらに条件式（３）の上限値を超え
ると、撮像光学系２が、ファインダー光学系の接眼光学系１６の部材と干渉しやすくなる
ため、接眼光学系１６を小さくするか、撮像光学系２のＦナンバーを暗くしなければなら
ない。つまり、撮像光学系２が他の光学部材と干渉するのを防ぐためには、条件式（３）
を満足することが望ましい。
【００３０】
　条件式（４）、（５）は第１レンズ１７の材料のアッベ数ν１と第２レンズ１８の材料
のアッベ数ν２の関係に関する。本実施例において第１、第２レンズ１７、１８はプラス
チックレンズを使用し、かつ第１レンズ１７、第２レンズ１８ともに正のパワー（屈折力
）を持つ。このため、色収差を抑えるためには、第１レンズ１７、第２レンズ１８は条件
式（４）および（５）を満足する色分散の小さな硝材を用いることが望ましい。
【００３１】
　条件式（６）は撮像素子２０の最大像高Ｈと撮像光学系２の焦点距離fの関係に関する
。撮像光学系２の焦点距離は焦点板１３上での観察範囲と撮像素子２０の大きさによって
一義的に決まる。そのため条件式（６）の上限値を超えると、焦点板１３上での観察範囲
が狭すぎる。また、下限値を超えると、撮像光学系２の各面の曲率半径がきつくなるため
、球面収差、非点収差等が増大してくる。つまり、撮像光学系２の撮像素子２０で焦点板
１３上の適切な範囲を観察するためには、条件式（６）に適合することが望ましい。
【００３２】
　図１の本発明の実施例１のファインダー光学系について説明する。図１のファインダー
光学系は、撮影系１１によりクイックリターンミラー１２を介し、焦点板１３に形成され
た被写体像を、コンデンサーレンズ１４を介しペンタプリズム（ペンタダハプリズム）１
５（正立光学系）によって正立像としている。そして接眼光学系１６を介して観察する。
更に、観察光軸０ａに対して焦点板１３上の被写体像の中心１３ａから傾斜した撮像光軸
ＡＸ０を有し、焦点板１３に形成された被写体像を撮像素子２０に結像する撮像光学系２
をそなえている。
【００３３】
　表－１に撮像光学系２の実施例１のレンズデータを示す。なお、表－１及びその他のレ
ンズデータを示す表において、「ｒｉ」は物体側（焦点板１３側）から開口絞りＳＴを第
１番目としたとき第ｉ番目の面の近軸曲率半径を示し、「ｄｉ」は物体側からｉ番目の面
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とｉ＋１番目の面との間の軸上面間隔を示す。さらに、「Ｎｉ」は物体側からｉ番目の硝
材のｄ線（波長＝５７８．６ｎｍ）に対する屈折率を示し、「νｉ」は物体側からｉ番目
の硝材のｄ線に対するアッベ数を示す。また、「ｆ」は撮像光学系２の焦点距離、「ＦＮ
Ｏ．」はＦナンバー、Ｈはセンサ（撮像素子）２０の最大像高である。
【００３４】
　さらに、第１レンズ１７の両面（１７ｂ、１７ｃ）、第２レンズ１８の両面（１８ａ、
１８ｂ）は非球面形状で構成されている。そして、この非球面形状は、次のａ１式によっ
て定義される。
【００３５】
【数１】

【００３６】
　なお、ａ１式において、xはレンズ面の頂点からの光軸方向の距離、hは光軸と垂直な方
向の高さ、Rはレンズ面の頂点での近軸の曲率半径、kは円錐定数、Ｃｉは多項式係数であ
る。表－２に実施例１の第１レンズ１７の両面（１７ｂ、１７ｃ）、第２レンズ１８の両
面（１８ａ、１８ｂ）の非球面係数を示す。なお、表－２及び後述するその他の非球面係
数を示す表において、「Ｅ－ｉ」は１０を底とする指数表現、すなわち「１０－ｉ」を表
している。
【００３７】
　図３は実施例１の各収差、すなわち、球面収差、非点収差、歪曲収差を示すものである
。なお、球面収差を表す図において、ＦｎｏはＦナンバー、実線はｄ線に対する、２点鎖
線はｆ線（波長＝４８６．１ｎｍ）に対する球面収差を示す。非点収差図と歪曲収差図に
おいてＨは像高（撮像素子２０の対角線長の１／２）である。非点収差図において、実線
（ＤＳ）はサジタル像面、破線（ＤＭ）はメリディオナル像面における値を示す。歪曲収
差はｄ線について示している。
【００３８】
　さらに、図４（Ａ）、（Ｂ）は、実施例１の撮像光学系２の撮影画面下方向および撮影
画面上方向のｄ線に対するｆ線の倍率色収差をそれぞれ示す。図４（Ａ）、（Ｂ）、倍率
色収差の絶対値は撮影画面下方向および上方向でほぼ均等となっており、光軸ＡＸ０がペ
ンタダハプリズム１５の面に対してやぶにらむ結果、プリズム効果で発生した色ずれが、
撮像光学系２によって補正されている。
【００３９】
　図５の実施例２のファインダー光学系は図１の実施例１に比べて、焦点板１３に形成し
た被写体像をコンデンサーレンズを介さないで直接ペンタプリズム（正立光学系）１５に
導光していることが異なっている。この他、接眼光学系１６のレンズ構成や撮影光学系２
の第１レンズ１７と第２レンズ１８のレンズ構成が異なっている。この他の実施例１と同
じである。
【００４０】
　図５の実施例２は、焦点板１３上の被写体像を、ペンタダハプリズム１５によって正立
像とし、接眼光学系１６を介して観察する。更に光軸０ａに対して焦点板１３上の中心１
３ａから傾斜した光軸ＡＸ０を有する撮像光学系２をそなえている。表－３に撮像光学系
２の実施例２のレンズデータを示す。
【００４１】
　実施例２において、第１レンズ１７の両面（１７ｂ、１７ｃ）、第２レンズ１８の両面
（１８ａ、１８ｂ）は非球面形状で構成されている。そして、この非球面形状は、次のｂ
１式によって定義される。
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【００４２】
【数２】

【００４３】
　なお、ｂ１式において、xはレンズ面の頂点からの光軸方向の距離、hは光軸と垂直な方
向の高さ、Rはレンズ面の頂点での近軸の曲率半径、kは円錐定数である。表－４に実施例
２の第１レンズ１７の両面（１７ｂ、１７ｃ）、第２レンズ１８の両面（１８ａ、１８ｂ
）の非球面係数を示す。
【００４４】
　図７は実施例２の各収差、すなわち、球面収差、非点収差、歪曲収差を示すものである
。これらの諸収差は実施例１と同様に表している。さらに、図８（Ａ）、（Ｂ）は、実施
例２の撮像光学系２の撮影画面下方向および撮影画面上方向の倍率色収差をそれぞれ示す
ものである。図８（Ａ）、（Ｂ）により、倍率色収差の絶対値は撮影画面下方向および上
方向でほぼ均等になっており、光軸ＡＸ０がペンタダハプリズム１５の面に対してやぶに
らむ結果、プリズム効果で発生した色ずれが、撮像光学系２によって補正されている。前
述した各条件式に対する実施例１、２の数値実施例の数値との関係を表－５に示す。
【００４５】
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【表１】

【００４６】
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　表－１、表－３においてｒ１は絞りＳＴに相当している。ｒ６乃至ｒ９はフィルタに相
当している。ｒ１０は撮像素子２０の撮像面に相当している。
【００４７】
【表２】

【００４８】
　以上のように各実施例によれば画面中心付近の倍率色収差を補正した高解像な小型のフ
ァインダー光学系が得られる。
【符号の説明】
【００４９】
２　撮像光学系　　　１１　撮影系　　　１３　焦点板
１４　コンデンサレンズ　　　１５　ペンタプリズム　　　１６　接眼光学系
１７　第１レンズ　　　１８　第２レンズ　　　２０　撮像素子
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【図６】
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【図７】
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